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人 だけの 至高の 世界に 於け る 一 つの 愛情の 完結みたい 

な もので、 吉 さんが 死して 自分と 共に 一 つに 帰した よ 

うな 思い もした ろうと 思われます。 

そういう ァゲ クに吉 さんの 虚しい 屍体 を 置き 残して 

立ち去る とすれば、 最愛の 形見に 一 物 を斬リ とる こと 

も 自然で あり、 最も 女らしい 犯罪、 女の 弱さ そのもの、 

姿で、 まことに 同情すべき もの、 如くに 思われます。 

八百屋お 七 を 娘の 狂 恋と すれば、 ぉ定 さん は 女の 恋 

であり、 この 二つ はむしろ 多く 可憐なる 要素 を 含む も 

ので、 特に 現実の 女と してのお 定 さんと いう もの は、 

た、 V 弱く、 ひたむきな、 そして 案外に もつ、 まし やか 



私 は 然し この 過渡期に は、 まだまだ 絶望 はして いませ 

ん。 むしろ 希望 をいだ いてお ります。 

私 は 精神分析 学 を 高く 評価す る ものです が、 我々 の 

精神 肉体の 合理的な 平衡 を 増大す るた めに は タブ ー と 

いう もの を 合理的に なしくずしに 減らして 行く、 そう 

いう 理性的な 発掘と 建築 作業が 行われなければ ならな 

いと 思う ものです。 

いずれ 又、 お 目に か、 つて、 ゆっくり 色々 お 話 をう 

か、 V いたいと 思います。 私 は 三十 一日から、 約 一力 月 

ぐらい 仕事の ために 温泉へ 行きます が (東京 は 電燈が 

つきません ので) いずれ 帰京の 上、 お 目に か、 る 日 を 



たのしみに 致して おります- 
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